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(57)【要約】
【課題】サイクロメータやプレッシャーチャンバーの方
法とは異なり、蛍光試薬をプローブとして用いた水ポテ
ンシャル測定方法及び水ポテンシャル測定装置を提供す
ること。
【解決手段】本発明の水ポテンシャル測定方法は、浸透
圧調整用の試薬を用いて、水の浸透圧を多段階に調整し
た複数の溶液を作り、溶液に蛍光試薬をそれぞれ溶解さ
せて蛍光試薬溶液とし、複数の蛍光試薬溶液をサンプル
の複数の測定点にそれぞれ供給し、測定点におけるそれ
ぞれの蛍光試薬溶液の浸透状態を蛍光画像として取得し
、取得した蛍光画像からそれぞれの測定点における平均
輝度を算出し、それぞれの測定点における平均輝度とそ
れぞれの測定点に供給した蛍光試薬溶液の浸透ポテンシ
ャルとからサンプルの水ポテンシャルを決定するもので
ある。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　浸透圧調整用の試薬を用いて、水の浸透圧を多段階に調整した複数の溶液を作り、前記
溶液に蛍光試薬をそれぞれ溶解させて蛍光試薬溶液とし、複数の前記蛍光試薬溶液をサン
プルの複数の測定点にそれぞれ供給し、前記測定点におけるそれぞれの前記蛍光試薬溶液
の浸透状態を蛍光画像として取得し、取得した前記蛍光画像からそれぞれの前記測定点に
おける平均輝度を算出し、それぞれの前記測定点における前記平均輝度とそれぞれの前記
測定点に供給した前記蛍光試薬溶液の浸透ポテンシャルとから前記サンプルの水ポテンシ
ャルを決定することを特徴とする水ポテンシャル測定方法。
【請求項２】
　浸透ポテンシャルが異なる複数の蛍光試薬溶液をサンプルのそれぞれの測定点に供給す
るステップと、
前記測定点におけるそれぞれの前記蛍光試薬溶液の浸透状態を蛍光画像として取得するス
テップと、
取得した前記蛍光画像からそれぞれの前記測定点における平均輝度を算出するステップと
、それぞれの前記測定点における前記平均輝度とそれぞれの前記測定点に供給した前記蛍
光試薬溶液の浸透ポテンシャルとから前記サンプルの水ポテンシャルを決定するステップ
とを有することを特徴とする水ポテンシャル測定方法。
【請求項３】
　前記サンプルが植物の葉であり、前記葉に傷を付けることで前記測定点とし、決定され
た前記水ポテンシャルから前記植物の水ストレスを判断することを特徴とする請求項１又
は請求項２に記載の水ポテンシャル測定方法。
【請求項４】
　浸透ポテンシャルが異なる複数の蛍光試薬溶液をサンプルのそれぞれの測定点に供給し
、それぞれの前記測定点における平均輝度と前記蛍光試薬溶液の浸透ポテンシャルとから
前記サンプルの水ポテンシャルを決定する水ポテンシャル測定装置であって、
それぞれの前記蛍光試薬溶液をそれぞれの内部に収容する複数の溶液供給容器と、
複数の前記溶液供給容器を動作させる駆動手段と、
励起フィルターを介して前記サンプルに光を照射する励起光源と、
蛍光フィルターを介して前記測定点における蛍光画像を取得する撮像手段と、
取得した前記蛍光画像からそれぞれの前記測定点における前記平均輝度を算出する輝度算
出手段と、
前記輝度算出手段で算出したそれぞれの前記測定点における前記平均輝度とそれぞれの前
記測定点に供給した前記蛍光試薬溶液の浸透ポテンシャルとから前記サンプルの水ポテン
シャルを決定する水ポテンシャル算出手段と
を備えたことを特徴とする水ポテンシャル測定装置。
【請求項５】
　前記溶液供給容器を筒状部材で構成し、前記筒状部材の先端部に前記蛍光試薬溶液を流
出させる溶液供給口を形成し、前記溶液供給口を前記サンプルに接触させることを特徴と
する請求項４に記載の水ポテンシャル測定装置。
【請求項６】
　前記サンプルが植物の葉であり、前記筒状部材の前記先端部で前記葉に傷を付けるとと
もに前記蛍光試薬溶液を前記傷に供給することを特徴とする請求項５に記載の水ポテンシ
ャル測定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に植物の水分保持力を測定する水ポテンシャル測定方法及び水ポテンシャ
ル測定装置に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　世界的な食糧不足の懸念が高まるにつれ、農業用水不足の問題が改めてクローズアップ
されている。農業における水利用の効率化は食糧供給問題を解決する上で重要な課題であ
る。水利用の効率化を実現するためには、植物に対していかに効率的に必要量の水だけを
与えるかが重要になる。
　植物の水要求度の指標である「水ポテンシャル」は、植物の水要求に即した水を効率よ
く供給するためのパラメータとして用いることができる。
　しかし、現在のところ、その測定にはサイクロメータやプレッシャーチャンバーをはじ
めとする高価で大掛かりな装置が必要であり、簡易な水ポテンシャル測定法の確立が求め
られている。
　サイクロメータは、熱平衡に達したとき植物葉の全ポテンシャルエネルギーと大気中の
水蒸気のポテンシャルエネルギーが等しくなる原理を利用し、葉の水ポテンシャルを求め
る方法である。
　プレッシャーチャンバー法は、外部より空気圧を加え、切り口から内部の液が噴出した
時の圧力をもって、葉の水ポテンシャルとする方法である。
　なお、プレッシャーチャンバー法による測定法は、緑葉裏面の気孔が閉じた深夜でなけ
れば測定できず、現場でその水ストレスを算出して表示することができないことから、分
光反射率特性による計測方法も提案されている（特許文献１、特許文献２）。
　分光反射率特性による計測方法は、緑葉に光を照射し、その反射光・透過光を分光して
５００～８００ｎｍの連続波長に対して分光反射率を算出し、それが急激に立ち上る（一
次微分が高い）波長域（レッドエッジ）を求め、そのレッドエッジ又はその中心波長の推
移から水ストレスを判断するものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－３０８７３３号公報
【特許文献２】特開２００９－１０９３６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、サイクロメータ装置は、植物の熱平衡状態における温度を正確に測る必要があ
るため、精度の高い温度測定装置が必要となり高価である。また、熱平衡環境を作り出す
必要があるため設置場所には空調が必要である。
　また、プレッシャーチャンバー法は、１０気圧付近の圧力を葉の表面にかける必要があ
るため、丈夫な構造を必要とし、かつ、ボンベなどを接続するため大掛かりな装置となる
。
　なお、分光反射率特性による計測方法についても、特許文献２に記載されているように
、計測に分光器が必要となって計測装置が高価となり、又精度がまだ充分でない。
　そこで、簡易かつ小型な装置として持ち運びが容易であり、温度依存性がなく、野外お
よび圃場での利用が容易になる植物の水ポテンシャル測定方法が求められている。
　本発明者らは、植物の葉切片が蛍光試薬を取り入れる速度等を測定することで水ポテン
シャルの推定値が得られるのではないかとの仮定の下、蛍光試薬をマーカーとして用い、
対象葉切片の水ポテンシャルを推定する計測法の開発に取り組んだ。
　その結果として、葉切片の蛍光染色の程度は、その葉切片を浸した蛍光試薬溶液の浸透
ポテンシャルに依存すること、プレッシャーチャンバー法で測定した葉切片の水ポテンシ
ャル値を閾値として、それより低い浸透ポテンシャルにおける蛍光試薬溶液では葉切片の
染色程度が著しく低下することを見いだした。
　生物や植物の細胞内のシグナル伝達に関与するタンパク質の細胞内局在を明らかにする
ためや遺伝子発現の状況を知るための実験には緑色蛍光タンパク質（ＧＦＰ）が多用され
ている。植物の葉緑体に含まれる緑色色素であるクロロフィルの計測にはクロロフィル蛍
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光測定装置や２波長光学濃度差方式を用いた葉緑素計（ＳＰＡＤ計）が開発され販売され
ている。しかしながら、本発明のように、植物等の水ポテンシャル測定のために蛍光試薬
を用いる方法及びその装置は知られていない。
【０００５】
　そこで本発明は、サイクロメータやプレッシャーチャンバーの方法とは異なり、蛍光試
薬をマーカーとして用いた水ポテンシャル測定方法及び水ポテンシャル測定装置を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１記載の本発明の水ポテンシャル測定方法は、浸透圧調整用の試薬を用いて、水
の浸透圧を多段階に調整した複数の溶液を作り、前記溶液に蛍光試薬をそれぞれ溶解させ
て蛍光試薬溶液とし、複数の前記蛍光試薬溶液をサンプルの複数の測定点にそれぞれ供給
し、前記測定点におけるそれぞれの前記蛍光試薬溶液の浸透状態を蛍光画像として取得し
、取得した前記蛍光画像からそれぞれの前記測定点における平均輝度を算出し、それぞれ
の前記測定点における前記平均輝度とそれぞれの前記測定点に供給した前記蛍光試薬溶液
の浸透ポテンシャルとから前記サンプルの水ポテンシャルを決定することを特徴とする。
　請求項２記載の本発明の水ポテンシャル測定方法は、浸透ポテンシャルが異なる複数の
蛍光試薬溶液をサンプルのそれぞれの測定点に供給するステップと、前記測定点における
それぞれの前記蛍光試薬溶液の浸透状態を蛍光画像として取得するステップと、取得した
前記蛍光画像からそれぞれの前記測定点における平均輝度を算出するステップと、それぞ
れの前記測定点における前記平均輝度とそれぞれの前記測定点に供給した前記蛍光試薬溶
液の浸透ポテンシャルとから前記サンプルの水ポテンシャルを決定するステップとを有す
ることを特徴とする。
　請求項３記載の本発明は、請求項１又は請求項２に記載の水ポテンシャル測定方法にお
いて、前記サンプルが植物の葉であり、前記葉に傷を付けることで前記測定点とし、決定
された前記水ポテンシャルから前記植物の水ストレスを判断することを特徴とする。
　請求項４記載の本発明の水ポテンシャル測定装置は、浸透ポテンシャルが異なる複数の
蛍光試薬溶液をサンプルのそれぞれの測定点に供給し、それぞれの前記測定点における平
均輝度と前記蛍光試薬溶液の浸透ポテンシャルとから前記サンプルの水ポテンシャルを決
定する水ポテンシャル測定装置であって、それぞれの前記蛍光試薬溶液をそれぞれの内部
に収容する複数の溶液供給容器と、複数の前記溶液供給容器を動作させる駆動手段と、励
起フィルターを介して前記サンプルに光を照射する励起光源と、蛍光フィルターを介して
前記測定点における蛍光画像を取得する撮像手段と、取得した前記蛍光画像からそれぞれ
の前記測定点における前記平均輝度を算出する輝度算出手段と、前記輝度算出手段で算出
したそれぞれの前記測定点における前記平均輝度とそれぞれの前記測定点に供給した前記
蛍光試薬溶液の浸透ポテンシャルとから前記サンプルの水ポテンシャルを決定する水ポテ
ンシャル算出手段とを備えたことを特徴とする。
　請求項５記載の本発明は、請求項４に記載の水ポテンシャル測定装置において、前記溶
液供給容器を筒状部材で構成し、前記筒状部材の先端部に前記蛍光試薬溶液を流出させる
溶液供給口を形成し、前記溶液供給口を前記サンプルに接触させることを特徴とする。
　請求項６記載の本発明は、請求項５に記載の水ポテンシャル測定装置において、前記サ
ンプルが植物の葉であり、前記筒状部材の前記先端部で前記葉に傷を付けるとともに前記
蛍光試薬溶液を前記傷に供給することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、浸透圧の異なる蛍光色素染色でサンプルを染色することで植物などの
水ポテンシャルを測定することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の一実施例による水ポテンシャル測定装置の概略構成図
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【図２】本実施例による水ポテンシャル測定方法によって取得したトマトの葉表面の蛍光
画像の写真
【図３】図２における蛍光画像から算出した平均輝度と蛍光試薬の浸透ポテンシャルとの
関係を示す特性図
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明の第１の実施の形態による水ポテンシャル測定方法は、浸透圧調整用の試薬を用
いて、水の浸透圧を多段階に調整した複数の溶液を作り、溶液に蛍光試薬をそれぞれ溶解
させて蛍光試薬溶液とし、複数の蛍光試薬溶液をサンプルの複数の測定点にそれぞれ供給
し、測定点におけるそれぞれの蛍光試薬溶液の浸透状態を蛍光画像として取得し、取得し
た蛍光画像からそれぞれの測定点における平均輝度を算出し、それぞれの測定点における
平均輝度とそれぞれの測定点に供給した蛍光試薬溶液の浸透ポテンシャルとからサンプル
の水ポテンシャルを決定するものである。本実施の形態によれば、浸透圧の異なる蛍光色
素染色でサンプルを染色することで水ポテンシャルを測定することができる。すなわち、
平均輝度が著しく低下することで生じる変曲点によってサンプルの水ポテンシャルを決定
できる。
　本発明の第２の実施の形態による水ポテンシャル測定方法は、浸透ポテンシャルが異な
る複数の蛍光試薬溶液をサンプルのそれぞれの測定点に供給するステップと、測定点にお
けるそれぞれの蛍光試薬溶液の浸透状態を蛍光画像として取得するステップと、取得した
蛍光画像からそれぞれの測定点における平均輝度を算出するステップと、それぞれの測定
点における平均輝度とそれぞれの測定点に供給した蛍光試薬溶液の浸透ポテンシャルとか
らサンプルの水ポテンシャルを決定するステップとを有するものである。本実施の形態に
よれば、浸透圧の異なる蛍光色素染色でサンプルを染色することで、サンプルの水ポテン
シャルを決定でき、温度依存性がなく、野外および圃場での測定が容易になる。
　本発明の第３の実施の形態は、第１又は第２の実施の形態による水ポテンシャル測定方
法において、サンプルが植物の葉であり、葉に傷を付けることで測定点とし、決定された
水ポテンシャルから植物の水ストレスを判断するものである。本実施の形態によれば、浸
透ポテンシャルが段階的に異なる複数の蛍光試薬溶液を用意し、それぞれに葉切片を浸漬
する場合に比較して、葉から切片を切り出さず、葉に傷を付けることで測定点とし、この
測定点に複数の蛍光試薬溶液をそれぞれ供給するために、野外および圃場での測定が容易
になる。
　本発明の第４の実施の形態による水ポテンシャル測定装置は、それぞれの蛍光試薬溶液
をそれぞれの内部に収容する複数の溶液供給容器と、複数の溶液供給容器を動作させる駆
動手段と、励起フィルターを介してサンプルに光を照射する励起光源と、蛍光フィルター
を介して測定点における蛍光画像を取得する撮像手段と、取得した蛍光画像からそれぞれ
の測定点における平均輝度を算出する輝度算出手段と、輝度算出手段で算出したそれぞれ
の測定点における平均輝度とそれぞれの測定点に供給した蛍光試薬溶液の浸透ポテンシャ
ルとからサンプルの水ポテンシャルを決定する水ポテンシャル算出手段とを備えたもので
ある。本実施の形態によれば、簡易かつ小型な装置として持ち運びが容易な装置を提供す
ることができる。
　本発明の第５の実施の形態は、第４の実施の形態による水ポテンシャル測定装置におい
て、溶液供給容器を筒状部材で構成し、筒状部材の先端部に蛍光試薬溶液を流出させる溶
液供給口を形成し、溶液供給口をサンプルに接触させるものである。本実施の形態によれ
ば、溶液供給容器の溶液供給口をサンプルに接触させることで蛍光試薬溶液を供給するた
め、浸透ポテンシャルが段階的に異なる複数の蛍光試薬溶液を用意し、それぞれにサンプ
ルを浸漬する場合に比較して、簡易かつ小型な装置として持ち運びが容易な装置を提供す
ることができる。
　本発明の第６の実施の形態は、第５の実施の形態による水ポテンシャル測定装置におい
て、サンプルが植物の葉であり、筒状部材の先端部で葉に傷を付けるとともに蛍光試薬溶
液を傷に供給するものである。本実施の形態によれば、傷を付けることで蛍光試薬溶液を
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葉に導入するため、簡易および安価な方法で植物の水ストレスが推定でき、作物生産現場
で生産者が容易に水ストレスの程度を判断することが可能になり、効果的な潅水の実現や
根ぐされの回避に用いることができる。
【実施例】
【００１０】
　以下本発明の一実施例による水ポテンシャル測定装置について説明する。
　図１は本実施例による水ポテンシャル測定装置の概略構成図である。
　本実施例による水ポテンシャル測定装置は、複数の溶液供給容器１１と、溶液供給容器
１１を動作させる駆動手段１２と、励起フィルター１３を介してサンプル２０に光を照射
する励起光源１４と、蛍光フィルター１５を介して測定点２１における蛍光画像を取得す
る撮像手段１６とを備えている。
　サンプル２０は、少なくとも暗箱１０内にセットされる。
【００１１】
　溶液供給容器１１は、筒状部材で構成し、筒状部材の内部には蛍光試薬溶液を収容し、
筒状部材の先端部には蛍光試薬溶液を流出させる溶液供給口を形成している。筒状部材の
先端部は、葉表面に傷を付けることができるように、円錐状に狭まっている。あるいは、
先端部に葉をディスク状に打ち抜くための刃を備えていてもよい。
　本実施例では、サンプル２０としてトマトの葉を用いた場合を示しており、溶液供給容
器１１の先端部によって葉に付けられた傷が測定点２１となる。
　測定点２１は、それぞれの溶液供給容器１１によって付けられる。
【００１２】
　また、それぞれの溶液供給容器１１には、浸透ポテンシャルの異なる蛍光試薬溶液が収
容されている。
　蛍光試薬溶液は、水の浸透圧を多段階に調整した溶液に、蛍光試薬を溶解させて制作さ
れ、浸透圧調整用の試薬としては、例えば、塩化ナトリウム、ポリエチレングリコール６
０００、マンニトールを用いることができ、蛍光試薬としては例えばフルオレセインを用
いることができる。水ポテンシャル測定の分解能は、供給する蛍光色素染色における浸透
圧の量子化の程度による。従って、高分解能が必要な場合は、多くの段階数で濃度調整さ
れた蛍光色素を用いることで濃度勾配を細分化する。
【００１３】
　駆動手段１２は、溶液供給容器１１の溶液供給口をサンプルに接触させる動作や、蛍光
試薬溶液を供給した後で、撮像手段１６で測定点２１の蛍光画像を取得する時に溶液供給
容器１１の溶液供給口をサンプルから離間させる動作を行う。
　励起フィルター１３は、蛍光物質の励起に必要な波長の光を励起光源１４から抽出する
ための光学素子で、特定の波長の光のみを透過する。
　励起光源１４には、一般には、高圧水銀ランプやキセノンランプのようなメタルハライ
ドランプ、レーザー光、ＬＥＤブラックライト、ＬＥＤ照明等を用いることができるが、
デジタルカメラのフラッシュを用いることもできる。励起光源は、蛍光試薬の蛍光を発光
させるための波長帯域を含んでいるものであればこれら光源に限定されるものではない。
　蛍光フィルター１５は、目的とする励起光を透過するフィルターであり、蛍光試薬の蛍
光色素に合わせたフィルターを選択する。
【００１４】
　本実施例による水ポテンシャル測定装置は、更に撮像手段１６で取得した蛍光画像から
それぞれの測定点２１における平均輝度を算出する輝度算出手段１７と、輝度算出手段１
７で算出したそれぞれの測定点２１における平均輝度とそれぞれの測定点２１に供給した
蛍光試薬溶液の浸透ポテンシャルとからサンプルの水ポテンシャルを決定する水ポテンシ
ャル算出手段１８と、水ポテンシャル算出手段１８で決定したサンプルの水ポテンシャル
の結果を出力する出力手段１９とを備えている。
【００１５】
　次に本実施例による水ポテンシャル測定方法について説明する。
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　まず、浸透圧調整用の試薬として、ポリエチレングリコール6000で純水の浸透圧を調製
し、その後フルオレセインを溶解させたものを用いた。このポリエチレングリコール6000
による浸透圧調整は、Money(1989)Plant physiolgy，91，766-789. の768ページ，Table 
II.B.に従って-0.1MPaから-0.8MPaまでの溶液を調製した。また、このフルオレセインは
、それぞれの浸透圧の溶液に1(10-3kg/L)の濃度で溶解させた。
この浸透圧調整用の試薬を用いて、水の浸透圧を多段階に調整した複数の溶液を作り、こ
の溶液に蛍光試薬をそれぞれ溶解させて蛍光試薬溶液とする。
　調整したこれらの蛍光試薬溶液は、それぞれの溶液供給容器１１に収容される。
　そして、サンプル２０を暗箱１０内に設置して、以下のステップで測定が行われる。
　第１のステップでは、駆動手段１２によって溶液供給容器１１を動作させ、溶液供給容
器１１の溶液供給口をサンプル２０に接触させることで、浸透ポテンシャルが異なる複数
の蛍光試薬溶液をサンプル２０のそれぞれの測定点２１に供給する。
　第２のステップでは、駆動手段１２によって溶液供給容器１１をサンプル２０から離間
させ、励起光源１４（機種名：Megalight　100，会社名：ショット日本株式会社）にから
の光線が励起フィルター１３（波長帯：励起バンド４５７ｎｍ～４８７ｎｍ（ＧＦＰ用）
、商品コード：６７００３－L、企業名：エドモンド・オプティクス・ジャパン株式会社
）を通過しサンプル２０に光を照射し、蛍光フィルター１５（波長帯：中心波長５２０ｎ
ｍ、半値全幅１０ｎｍ、型番：Ｆ１０－５２０．０－４－５０．０Ｍ、企業名：Melles G
riot社）を介した撮像手段１６としてのCCDカメラ（型番：GRAS-14S5M-C、会社名：Point
 Grey社）によって測定点２１におけるそれぞれの蛍光試薬溶液の浸透状態を蛍光画像と
して取得する。
　第３のステップでは、画像データ処理プログラム（プログラム名：ImageJ、アメリカ国
立衛生研究所（NIH））を搭載した輝度算出手段１７によって、取得した蛍光画像からそ
れぞれの測定点２１における平均輝度を算出する。
　第４のステップでは、水ポテンシャル算出手段１８によって、それぞれの測定点２１に
おける平均輝度と、それぞれの測定点２１に供給した蛍光試薬溶液の浸透ポテンシャルと
からサンプルの水ポテンシャルを決定する。
　そして、水ポテンシャル算出手段１８によって決定されたサンプルの水ポテンシャルが
出力手段１９から出力され、植物の水ストレスを推定することができる。
【００１６】
　次に本実施例による水ポテンシャル測定方法によって得られた実験結果ついて説明する
。
　図２は撮像手段によって取得したトマトの葉表面を直径５ｍｍのディスク状に打ち抜い
た箇所の蛍光画像の写真であり、図３は図２における蛍光画像から算出した平均輝度と蛍
光試薬の浸透ポテンシャルとの関係を示す特性図である。従来方法との比較のため、参考
として、同一葉（トマトの葉は複数枚の小葉からなる）から採取した別の小葉の水ポテン
シャルをプレッシャーチャンバー法で測定した際の値を一点鎖線で示す。
　本実験は、サンプル２０として植物の葉を用い、この葉の８箇所に傷を付けることで測
定点２１として測定した。水の浸透圧をあらかじめ８段階に調整した蛍光試薬溶液を用い
、それぞれの測定点における蛍光試薬溶液の浸透ポテンシャルを、－０．１Ｍｐａ、－０
．２Ｍｐａ、－０．３Ｍｐａ、－０．４Ｍｐａ、－０．５Ｍｐａ、－０．６Ｍｐａ、－０
．７Ｍｐａ、－０．８Ｍｐａとしている。
　従来方法であるプレッシャーチャンバー法（型番：DIK-7002、メーカー名：大起理化工
業、名称：植物体内水分張力測定器）で測定した同じサンプルの小葉（トマトの葉は複数
の小葉から構成されている）切片の水ポテンシャル値は－０．５Ｍｐａであり、図３に示
すように、－０．５Ｍｐａを閾値としてそれより低い浸透ポテンシャルにおける蛍光試薬
溶液では葉切片の染色程度が著しく低下している。
　従って、本発明による蛍光試薬をプローブとして用いた水ポテンシャル測定方法によれ
ば、植物の水ポテンシャル推定が可能である。
【００１７】
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　以上のように本発明によれば、浸透圧の異なる蛍光色素染色でサンプル２０を染色する
ことで水ポテンシャルを測定することができる。すなわち、平均輝度が著しく低下するこ
とで生じる変曲点によってサンプル２０の水ポテンシャルを決定できる。
　また、本発明によれば、浸透圧の異なる蛍光色素染色でサンプル２０を染色することで
、サンプル２０の水ポテンシャルを決定でき、温度依存性がなく、野外および圃場での測
定が容易になる。
　また、本発明によれば、浸透ポテンシャルが段階的に異なる複数の蛍光試薬溶液を用意
し、それぞれに葉切片を浸漬する場合に比較して、葉から切片を切り出さず、葉に傷を付
けることで測定点２１とし、この測定点２１に複数の蛍光試薬溶液をそれぞれ供給するた
めに、野外および圃場での測定が容易になる。
　また、本発明によれば、簡易かつ小型な装置として持ち運びが容易な装置を提供するこ
とができる。
　また、本発明によれば、溶液供給容器１１の溶液供給口をサンプル２０に接触させるこ
とで蛍光試薬溶液を供給するため、簡易かつ小型な装置として持ち運びが容易な装置を提
供することができる。
　また、本発明によれば、傷を付けることで蛍光試薬溶液を葉に導入するため、簡易およ
び安価な方法で植物の水ストレスが推定でき、作物生産現場で生産者が容易に水ストレス
の程度を判断することが可能になり、効果的な潅水の実現や根ぐされの回避に用いること
ができる。
【産業上の利用可能性】
【００１８】
　本発明は、植物の水ポテンシャル測定に利用することができる他、食肉や土壌などの水
ポテンシャル測定にも用いることができる。
【符号の説明】
【００１９】
　１０　暗箱
　１１　溶液供給容器
　１２　駆動手段
　１３　励起フィルター
　１４　励起光源
　１５　蛍光フィルター
　１６　撮像手段
　１７　輝度算出手段
　１８　水ポテンシャル算出手段
　２０　サンプル
　２１　測定点
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